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デシベル

dB…騒音・振動などを表す単位。音や振動の大きさなど 
の相対的な比較を行うのに用いる。

3 公害苦情・相談
きれいで快適なまちのために

　環境美化推進員
　「環境美化推進員」として地域の環境美化活動を積極的に行って
いる皆さんに、清掃用具の貸し出し、保険の加入などの支援をして
います。

各地区の取組（美化キャンペーン・地域清掃）
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見たこと
ありますか？

▲路面シール▲指導員

　路上喫煙やたばこの吸い殻のポイ捨ては、まちを汚す原因となるほか、他人にたばこの煙
を吸わせたり、たばこの火に接触させることにつながる迷惑な行為です。このため、港区で
は屋外でのたばこ対策として「港区環境美化の推進及び喫煙による迷惑の防止に関する条例」
のなかで「みなとタバコルール」を定めています。
 「みなとタバコルール」は、道路だけでなく公園などの屋外の公共の場所において、港区
内に住んでいる人や働いている人、訪れる人すべての人が守るべきルールです。路上喫煙
やたばこの吸い殻のポイ捨てなどを罰則によって取り締まるのではなく、たばこを吸う人に
マナーを守ってもらうことにより、喫煙による迷惑や環境美化の問題解決を図ることを
目的としています。
　港区では、皆さんにルールを守ってもらうため、路面シールの貼付や、区内を指導員が
巡回し、路上喫煙者への指導などを行っています。

※指定喫煙場所とは区が設置、又は指定する喫煙場所です。

私たちの緑

　歴史的な緑
　港区の地形は、西側の台地と東側の低地、その境の斜面地からなっており、古くからある比較
的大きな緑がいくつも残っています。港区の緑の骨格は、江戸時代に都市として発達していく中
で形成されました。赤坂御用地や有栖川宮記念公園、自然教育園などの緑の拠点は、昔から変
わらず存在している歴史的にも貴重な緑です。
● 巨木
　港区内には、幹周り３９３ｃｍ以上の巨木があります。最も大きな樹木
は、善福寺の逆さイチョウで、国の天然記念物に指定されています。そ
の他、旧細川邸のシイ（都指定天然記念物）や芝東照宮のイチョウ
（都指定天然記念物）など多数の巨木が残っています。
　巨木の多くは保護樹木に指定されており、地域のシンボルとなってい
ます。
● 保護樹木・樹林・生け垣
　港区内にある民間所有の大きな樹木･樹林を守り存続し
ていくために、区の基準に該当する緑を港区の保護樹木･
保護樹林・保護生け垣として指定し、維持管理に必要な費用
を助成しています。平成31年3月時点で、保護樹木662本、
保護樹林２9件（１０9，786m2）、保護生け垣１8件（１，619．
5ｍ）を指定しています。

②喫煙の禁止
 （指定喫煙場所※を除く。）

③私有地で喫煙する場合で
   あっても、屋外の公共の
　場所にいる人にたばこの
　煙を吸わせることがない
　よう配慮

①たばこの吸い殻の
　ポイ捨て禁止　

［区内全域の道路や公園など屋外の公共の場所では］

　「港区環境美化の推進及び喫煙による迷惑の防止に関する条例」は
　どのような条例なのか調べてみましょう。

港区ホームページ
＞  環境・まちづくり  ＞  環境  ＞  都市環境  ＞  環境美化

　＞  「港区環境美化の推進及び喫煙による迷惑の防止に関する条例」による環境美化の推進
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▲新しい緑地（赤坂一丁目）
▲新しい緑地（芝五丁目）

　「港区緑と水の総合計画」は、緑地の保全及び緑化の目標とそのための施策を定める、
港区の緑と水に関する総合的な計画として、昭和63年に策定され、平成11年・平成23
年に改定が行われました。現在、令和3年の改定に向けた検討を行っています。

　港区では、屋上や壁面を新たに緑化する場合、建築物の所有者の方に経費の2分の1
を助成することにより、さらなる緑化の推進を図っています。1件あたり、屋上緑化は
500万円、壁面緑化は45万円を上限として助成しています。

3 今後の緑づくり「港区緑と水の総合計画」

20地点

28年

19年

令和2年度までに24%

令和2年度までに106ヘクタール

　壁面緑化は、建物の温度上昇を抑えるほか、地上部の空地が少ない
空間でも緑量を感じることができる有効な緑化手法です。「みどりの
カーテン」（P59参照）も壁面緑化のひとつです。 

● 壁面緑化

▲壁面緑化（港南一丁目）
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私たちと暮らす生きもの　
１ 生物多様性
　生物多様性とは、地球上のあらゆる生きものが、相互に関わりあいながら生きていること
をいいます。私たち人類も生物多様性の一員で、他のたくさんの生きものとつながり、食べ
物や水など、生物多様性から得られる恵みを受けて生きています。
　私たちが、快適な暮らしができるのは、地球上の様々な自然や生きものたちがつくり出す
生物多様性の恵みがあるからで
す。しかし、私たちの暮らしを支え
てきた生物多様性は、人間の活動
や気候変動によって、今、世界中
で急速に失われつつあります。
　未来の人々が、生物多様性の
恵みを受けて豊かな暮らしができ
るようにするためには、身近な自
然はもちろん、地球上のすべての
自然資源を未来に引き継ぐ必要
があります。

私たちの暮らしと生物多様性の恵み

　区域面積に占める緑被地の割合をい
い、緑の豊かさを表す一つの尺度です。
また、緑被地とは樹木や草で覆われた
土地と屋上緑化された面積を指します。
　港区の緑被率は２1.78％で、これは
区全域の約５分の１が緑で覆われて
いることを示します。
（平成28年度『港区みどりの実態調査（第
9次）』より）
　また、みどり率とは、緑被率に、公園内で
緑に覆われていない部分、水面を加えた
もので、緑被率の向上と公園の整備を
進めることで、みどり率は向上します。

第1次
昭和48年

第2次
昭和54年

第3次
昭和60年

第4次
平成2年

第5次
平成7年

第6次
平成13年

第7次
平成18年

第8次
平成23年

第9次
平成28年

15.42％
16.55％

17.94％
18.55％18.55％ 18.99％18.99％

20.51％
21.78％ 21.78％

港区の緑被率等の推移

食べものや日用品などの商品を買うとき、「美味しさ」や「使いやすさ」、「安さ」なども大切ですが、
それだけでなく、生物多様性を守ることにつながる「エコラベル」のついた商品を選びましょう。

生物多様性にやさしい選択を。～エコラベルのすすめ～

身近にあるエコラベルの例

生物多様性のシンボル「カワセミ」
　港区は、令和元年に「区がめざす自然環境のシンボルとなる生きものの区民投票」
を実施し、投票の結果『カワセミ』が選ばれました。
　港区内では、これまで自然教育園でカワセミの営巣が確認され、弁慶濠、旧芝離宮
恩賜庭園や港南緑水公園などでも、姿が確認されて
います。カワセミのエサとなる小魚やエビ、水生昆虫
が生息できる良好な水辺空間と、一定の緑がある環
境を整えれば、都心であっても、カワセミが飛来し営
巣する可能性が高まります。
　港区は、「カワセミ」を生物多様性のシンボルと
定め、カワセミがより生息しやすい自然環境の回復
をめざし、生きものと共存できるまちづくりを進め
ます。 港南緑水公園の自然観察池に飛来したカワセミ
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　昭和63年の調査と比較すると、外来種の種類が増加していました。
　外来種とは、もともと地域にいなかったにもかかわらず、人間の活動によって、他の地
域から運ばれてきた生きもののことです。地域の生態系のバランスを崩すことがあるので
注意が必要です。

２ 生きもの調査
　港区では、どんな生きものが、どこで暮らしているかを確認し、生きものが暮らすこと
のできる環境の保全、創出を進めるため、平成２０年度に区内４４か所を対象とした生きも
の調査を行いました。
　陸上と水域の生きものを調べた結果、２,１７１種類の生きものが確認されました。

クロダハゼ（弁慶濠）

外来種の被害は、都心の港区でも発生しています！
　都心の港区でも、外来種のハクビシンやアライグマが出現し
ています。皆さんも、街中でこのような動物を見たことがありま
せんか？

　もし、見かけても、近づいたり、触った
りしないようにしましょう。ハクビシンや
アライグマは、人にも感染する恐れの
ある感染症を媒介することが知られています。また、家屋等に
侵入して、糞尿、騒音、臭いによる被害を生じさせるほか、建物
を破損したり、ペットを襲ったりすることがあります。

アライグマ
（出所：環境省　
日本の外来種対策　外来種写真集）

港区内のハクビシン
（令和元年8月撮影）

▲芝浦中央公園ビオトープ

　ビオトープとは、生きものの「すみか」のことを言います。港区では、都市での自然を
保全・再生することを目的として、公園等10園にビオトープエリアを設けています。

芝浦中央公園
元麻布三丁目緑地
芝公園
杜の公園
亀塚公園
白金台どんぐり児童遊園
港南緑水公園
高輪森の公園
高松くすのき公園
芝浦公園

ビオトープのある公園等
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　昭和63年の調査と比較すると、外来種の種類が増加していました。
　外来種とは、もともと地域にいなかったにもかかわらず、人間の活動によって、他の地
域から運ばれてきた生きもののことです。地域の生態系のバランスを崩すことがあるので
注意が必要です。

２ 生きもの調査
　港区では、どんな生きものが、どこで暮らしているかを確認し、生きものが暮らすこと
のできる環境の保全、創出を進めるため、平成２０年度に区内４４か所を対象とした生きも
の調査を行いました。
　陸上と水域の生きものを調べた結果、２,１７１種類の生きものが確認されました。

クロダハゼ（弁慶濠）

外来種の被害は、都心の港区でも発生しています！
　都心の港区でも、外来種のハクビシンやアライグマが出現し
ています。皆さんも、街中でこのような動物を見たことがありま
せんか？

　もし、見かけても、近づいたり、触った
りしないようにしましょう。ハクビシンや
アライグマは、人にも感染する恐れの
ある感染症を媒介することが知られています。また、家屋等に
侵入して、糞尿、騒音、臭いによる被害を生じさせるほか、建物
を破損したり、ペットを襲ったりすることがあります。

アライグマ
（出所：環境省　
日本の外来種対策　外来種写真集）

港区内のハクビシン
（令和元年8月撮影）

▲芝浦中央公園ビオトープ

　ビオトープとは、生きものの「すみか」のことを言います。港区では、都市での自然を
保全・再生することを目的として、公園等10園にビオトープエリアを設けています。

芝浦中央公園
元麻布三丁目緑地
芝公園
杜の公園
亀塚公園
白金台どんぐり児童遊園
港南緑水公園
高輪森の公園
高松くすのき公園
芝浦公園

ビオトープのある公園等
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表記して、

表記して、

※直接持ち込みもできます。

（品目別にひもでしばってください。その他再生可能紙は紙袋に入れて出すこともできます。）

雑誌 その他
再生可能紙

1 港区の資源・ごみ
　港区では、大規模集合住宅の建設などによる人口の増加が続いており、事業活動も活発で
あることから、多量のごみが排出されています。ごみの減量を進めていくためには、ごみの
発生抑制や、分別の徹底によるリサイクルの推進が欠かせません。
　区では、区民の皆さんが出した粗大ごみや不燃ごみから、再生利用可能な金属類を手作業
で選別・回収しています。
　また、区の施設では、貴重な金属が含まれている携帯電話やゲーム機のほか、古着、廃食用
油、さらには有毒な水銀を安全に再資源化できるように蛍光灯を回収し、リユース（再使用）
やリサイクル（再生利用）しています。
　このほか、生産者や販売者等の事業者及び消費者に対して、ごみになるものを作らないリ
デュース（発生抑制）を呼びかけ、これら３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を推進し、
限りある資源を循環させて環境への負荷を軽減する循環型社会の実現を目指しています。

ペットボトルのキャップ 弁当容器

私たちの暮らしと資源・ごみ

▲エコロジカルネットワークの将来像（2050年）

　港区には、「生きもの」の生息拠点となっている地域ゆかりの緑地や学校の緑、公園、
民有地の庭など、大小の様々な緑地がありますが、それらは街の中に点在しています。
　緑地が点在している状況は、「生きもの」にとって個々の小さな緑地の中に取り残され
た状態となり、エサを十分に得られなかったり、繁殖する場所が限られてしまうなど、生
息地として厳しい環境といえます。
　そこで、「生きもの」の生息拠点となる緑地を小規模な緑地や街路樹などの緑でつな
ぎ、街の中でも「生きもの」が移動しやすいようにすることで、「生きもの」が暮らしや
すい状況をつくる必要があります。このような生きものが移動できるようにつながれた状
態にある生息地のネットワークを、エコロジカルネットワーク（生態系ネットワーク）と
いいます。さまざまな生息拠点がつながりエコロジカルネットワークが形成されていくこ
とで、人と「生きもの」が共に暮らせる街になっていきます。

4 エコロジカルネットワーク
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